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   A clinical study was performed on the efficacy of intra-arterial chemotherapy using a reservoir 
system for advanced urological malignancies. The reservoir system was indwelted in the femoral 
subcutaneous layer by Seldinger's method. Fifteen cases of inoperable complicated advanced bladder 
cancer and 10 cases of postoperative local recurrent bladder cancer were administered intra-arterial 
chemotherapy using a reservoir system. Then, 23 cases of local relapsed prostate cancer and two cases 
of endpocrine-resistant prostate cancer were administered the chemotherapy. The administered anti-
cancerous agents were methotraxate, cis-platinum and adriamycin, then 5-FU or carboplatin was 
administered as maintenance therapy. The mean number of courses of chemotherapy was six for 
bladder cancer and four for prostate cancer. During stabilization of the local lesion, no distant 
deterioration was recognized. The overall clinical efficacy was a positive response (PR) and no change 
(NC) : for 18 and 7 cases of bladder cancer, and 11 and 14 cases of prostate cancer, respectively. The 
median duration of stabilization was 23 months for bladder cancer and 12 months for prostate cancer. 
The adverse  effects were fever than those with systemic chemotherapy.
(Acta Urol. Jpn. 45: 159-161, 1999)







ないこともある.し たがって,こ のような症例の多 く
では継続反復 して動脈内投与が可能な方策を考慮する
必要がある.わ れわれは,皮 下埋没型リザーバーシス
















































認 し,核種を緩徐に注入した方が,対 象 とする骨盤内
臓器 により強い集積 を認めることを確認 したことか
ら,対象臓器に対するより選択性の高い薬剤投与 を考



















療 法 を中心 として,一 部 の症 例 で化学療 法 を併用 し
た.内 分泌 療法 と して は精 巣摘 除術 が26例で あ り,
LH-RHagonist投与 が2例 で あ った.併 用 した化 学
療法 はエ ス トラサ イ ト.UFTな どで7例 であ った.
また,perf()rmanccstatusはすべ ての症例 で2以 下で
あ った.
動注化学 療法 は,Seld三nger法に準 じて経 大腿動 脈
的 にカテ ーテル をすすめ,大 腿皮下 に・リザーバー を設
置 した。 カテー テル の位 置決 め を終 えて か ら リザー
バー設 置終 了 まで に要 す る時 間 は,15分以 内で あっ
た.Dlに メソ トレキセー ト30mg/m2を静 注 し,D2
にア ドリマ イ シ ン30mg/m2,シスプ ラチ ン50mg/
m2を動注 した.そ の他VP-16を用いた症例 もあ った
が,各 薬剤の使 用量 は腎機 能,肝 機 能を勘案 して若干
用量 を調節 した.一 部の症例で は,通 院で 互～2週 間
ごとに継続 して動 注化学療 法 を施行 した.リ ザーバー
穿刺に は,専 用 の フユーバー針 を用い穿刺 し,リ ザ ー
検 討 した症 例 で は,手 技 を遵 守す るか ぎ りリザー
バ ーシス テムは維持 され てお り,最 長4年105回 の穿
刺 に耐 え た.リ ザ ーバー シス テ ムの平均 開存期 間 は
3.5年であ った.
膀胱癌で は,動 注化学療法 に全 例 は反応 し,ま た局
所で奏功 している期 間には遠 隔部位 で増悪 した症例 は
認めなか った.直 接 抗腫 瘍効果 はPR18例NC7例 で
あ った.効 果持続期間 は中央値で24カ月,最 大46カ月
で あった(Table3).また,前 立腺癌 で は直接 抗腫 瘍
効果 はPRが17例(61%),NCが9例(32%)で あ
り,奏 功期 間 は,最 大32カ月,中 央 値12カ月で あ っ
た.こ の うち2例 は病理 組織学的 に前立腺局所 よ り癌

















































































殿部の発赤,潰 瘍 と動脈内皮損傷,坐 骨神経麻痺であ
る。この うち,坐 骨神経麻痺を除いて保存的に軽快
し,治療の継続を困難にしたものはなかった.一 方,






































療法 不応 性 局所 進行 型前立 腺癌5例 に対 して リザ ー
バ ー を動 注化 学 療 法 を施 行 した.使 用 薬 剤 は,me-
thotrexatc,cis-platinum,adriamycinを用 いた動 注
化学療法 を入院で施行 し,外 来通 院中で可能 な症例 に
は5-FUも し くはcarboplatinを維持化学療法 として
施行 した.膀 胱癌で平均6回,前 立腺癌 で平均4回 施
行 した.局 所が制癌 されて いる期 間には,遠 隔部位 で
の増 悪は認めなか った.膀 胱癌 でPRl8例NC7例,
前立 腺癌 でPRll例,NCl4例 で あった.奏 功期 間
は,膀 胱 癌で最大46カ月,中 央 値23カ月,前 立腺癌で
最大32カ月,中 央値12カ月で あ った.ま た,副 作 用
は,全 身化学療法 に比較 して軽度で あった.
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